


～大人用のAI、子どもに使わせていいの？～
子どもには子ども向けの、モンドAI



はじめに

なぜ今、この本が必要なのか

「子どもがChatGPTばかり使って、自分で考えなく
なった」「宿題をAIにやらせているのではないかと心
配」「AIに依存して、思考力が育たないのではないか」
——もしあなたがこのような不安を抱いているとした
ら、この本はまさにあなたのために書かれたものです。

2022年11月にChatGPTが登場して以来、AI技術は
私たちの生活に急速に浸透してきました。特に子ども
たちにとって、AIは「何でも答えてくれる便利な道具」
として受け入れられ、学習においても日常的に使われ
るようになっています。しかし、この状況に多くの親
御さんが戸惑いを感じているのも事実です。

AIの利便性を否定することはできません。瞬時に答え
を得られ、複雑な質問にも詳しく回答してくれるAIは、
確かに素晴らしい技術です。しかし同時に、この便利
さが子どもたちから「考える機会」を奪ってしまって
いるのではないかという懸念も生まれています。実際
に、教育現場では「すぐにAIに頼ってしまい、自分で
考えようとしない子どもが増えている」という報告が
相次いでいます。

では、私たち親はどうすればよいのでしょうか。AI技
術を全面的に禁止することは現実的ではありません。
なぜなら、AIは確実に社会に浸透していき、将来の社
会で生きていく子どもたちは、必ずAIと向き合わなけ
ればならないからです。問題は「AIを使うかどうか」
ではなく、「AIをどのように使うか」なのです。



この本は、そのような親御さんの悩みに対する一つの答えを提示
します。それが「モンドAI」という、子どもの思考力を育てるこ
とを最優先に設計された教育専用AIの活用なのです。

この本で学べることと、あなたが得られるもの

この本を読み終えた時、あなたは以下のような知識と
能力を身につけることができます。

まず、AI時代の子育てにおける本質的な課題を深く理
解できるようになります。なぜ従来のAIが子どもの成
長に悪影響を与える可能性があるのか、そして真に子
どものためになるAI活用とはどのようなものなのか
を、具体例を通じて学ぶことができます。これは、現
在の混乱した状況の中で、確固とした判断基準を持つ
ことを意味します。

次に、モンドAIという革新的な教育AIの仕組みと効果
について詳しく理解できます。なぜモンドAIが「答え
をすぐに教えない」のか、問答式対話がどのように子
どもの思考力を育てるのか、AI通知表がいかにして子
どもの隠れた才能を発見するのかを学ぶことで、新し
い教育の可能性を実感できるでしょう。

さらに重要なのは、実践的な活用方法を身につけられ
ることです。お子さんの年齢や発達段階に応じてモン
ドAIをどのように使えばよいのか、各教科でどのよう
な効果が期待できるのか、家庭での学習環境をどのよ
うに整えればよいのかといった、明日からすぐに実践
できる具体的な方法を学ぶことができます。

安全面についても十分な知識を得ることができます。
子どもがAIを安全に利用するために必要な設定や監視
方法、プライバシー保護の仕組み、そして何より親と



して知っておくべき注意点について、詳しく解説して
います。これにより、安心してお子さんにAIを使わせ
ることができるようになります。

そして最終的には、AI時代を生き抜くために本当に必
要な能力とは何かを理解し、それをどのように育てて
いけばよいのかという大きな視点を得ることができま
す。単なるAIの使い方を超えて、これからの時代の子
育てにおける根本的な指針を身につけることができる
のです。

本書の構成と効果的な読み方について

この本は7つの章から構成されており、段階的に理解
を深められるように設計されています。それぞれの章
は独立して読むこともできますが、順番に読み進める
ことで、より深い理解を得ることができます。

第1章では、現在多くの家庭で起きているAI利用の問
題について、具体的な事例とともに詳しく解説します。
「うちの子は大丈夫かな？」と感じている親御さんも、
この章を読むことで問題の本質を理解し、適切な対策
の必要性を実感できるでしょう。

第2章では、従来のAIが子どもに与える具体的な悪影
響について、教育心理学の観点から詳しく分析します。
なぜ「便利すぎるAI」が問題なのか、どのような能力
が失われてしまうのかを理解することで、次章以降で
紹介するモンドAIの価値をより深く理解できるように
なります。

第3章は本書の転換点となる章です。ここでモンドAI
という革新的な教育AIの基本的な仕組みと理念につい
て学びます。従来のAIとの決定的な違いや、問答式対



話システムの教育効果について、具体的な対話例を通
じて理解を深めることができます。

第4章では、親にとって最も重要な関心事である安全
性について詳しく解説します。モンドAIがどのような
技術的工夫により子どもを守っているのか、保護者は
どのような管理機能を利用できるのかを学ぶことで、
安心してAIを活用できるようになります。

第5章では、モンドAIの最も革新的な機能である「AI
通知表」について実践的に学びます。実際のサンプル
を使いながら、どのように子どもの才能や興味関心を
発見し、それをどう伸ばしていけばよいのかを具体的
に理解できます。

第6章は最も実用的な章です。小学校高学年から中学
生まで、年齢別・科目別の具体的な活用方法について
詳しく解説します。この章を読むことで、明日からす
ぐに実践できる具体的な方法を身につけることができ
ます。

第7章では、AI時代を生き抜く子どもを育てるという
大きな視点から、長期的な教育戦略について考えます。
モンドAIの活用を通じて、どのような能力を育ててい
けばよいのか、親としてどのような心構えを持てばよ
いのかを学ぶことができます。

読み進める際に心に留めていただきたいこと

この本を読み進める際に、ぜひ心に留めておいていた
だきたいことがあります。それは「完璧を目指さない」
ということです。AI時代の子育てに正解があるわけで
はありません。この本で紹介する方法も、あくまで一
つの提案であり、それぞれの家庭の状況や子どもの個



性に応じて調整していただく必要があります。

また、すべてを一度に実践しようとする必要もありま
せん。気になった部分から少しずつ取り入れて、お子
さんの反応を見ながら調整していけばよいのです。子
育てにおいて最も重要なのは、親と子の愛情に基づい
た関係性であり、技術はあくまでそれを支援する手段
に過ぎません。

この本を読む過程で、疑問や不安が生まれることもあ
るかもしれません。それは自然なことです。新しい技
術や方法に対して慎重になることは、責任ある親の証
拠でもあります。そのような疑問や不安も含めて、こ
の本があなたの子育てを考える良いきっかけとなれば
幸いです。

あなたの子育てを応援するために

最後に、この本を手に取ってくださったあなたに心か
らお礼を申し上げます。AI時代という未知の領域で子
育てをすることは、決して簡単なことではありません。
しかし、そのような困難な状況においても、お子さん
の健全な成長を願い、より良い教育環境を提供しよう
と努力されているあなたの姿勢は、本当に尊敬に値し
ます。

この本が、そのようなあなたの努力を少しでも支援で
きれば、著者としてこれ以上の喜びはありません。AI
技術は確かに複雑で理解が困難な側面もありますが、
適切に活用すれば子どもたちの可能性を大きく広げる
ことができる素晴らしいツールでもあります。

モンドAIという新しい教育AIを通じて、あなたのお子
さんがより豊かで創造的な学びを体験し、AI時代を生



き抜く力を身につけていかれることを心から願ってい
ます。そして、その過程で親子の絆がより深まり、家
庭がより温かい学びの場となることを期待していま
す。

それでは、AI時代の新しい子育ての旅を、一緒に始め
ていきましょう。
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第1章：AI時代の子育て、あなたの不安は正しい

ChatGPTショックが家庭に与えた衝撃

2022年11月、ChatGPTの登場は世界を一変させま
した。しかし、その影響を最も身近に感じているのは、
実は子どもを持つ親御さんかもしれません。「宿題を
AIにやらせている」「何でもかんでもAIに聞いている」
「自分で考えなくなった」——こんな我が子の変化に
戸惑いを感じていませんか？

実際に、多くの教育現場では前例のない状況が起きて
います。小学生が読書感想文をAIに書かせたり、中学
生が数学の問題をそのままAIに投げて答えを写した
り、高校生が英作文を丸ごとAIに依頼したりといった
事例が相次いで報告されています。これらの現象を見
て、「便利だから良いじゃないか」と考える人もいれ
ば、「これは教育として正しいのだろうか」と疑問を
抱く人もいるでしょう。

もしあなたが後者の感覚を持っているなら、その直感
は決して間違っていません。むしろ、子どもの将来を
真剣に考えている証拠なのです。

「便利すぎるAI」が奪っているもの

ChatGPTのような一般的なAIは、確かに驚くほど便
利です。質問をすれば瞬時に答えが返ってきます。し
かし、この「便利さ」こそが、子どもたちから大切な
ものを奪っているのです。

まず考えてみてください。学習の本質とは何でしょう
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か。それは「知らないことを知ること」だけではあり
ません。「なぜそうなるのかを考えること」「試行錯誤
しながら答えに辿り着くこと」「間違いから学ぶこと」
——これらすべてが学習の重要な要素です。

ところが、ChatGPTのようなAIは、この学習プロセ
スの大部分をショートカットしてしまいます。子ども
が「空はなぜ青いの？」と質問すれば、光の散乱につ
いての詳しい説明が即座に返ってきます。一見すると
素晴らしい学習ツールのように思えますが、ここには
大きな落とし穴があります。

子どもは「答えを知ること」はできても、「考える過
程」を経験していないのです。これは、山登りに例え
ると、ヘリコプターで頂上まで運んでもらうようなも
のです。確かに景色は見られますが、登山の醍醐味で
ある「困難を乗り越える経験」や「体力をつける効果」
は得られません。

失われつつある「考える力」

では、子どもたちが失いつつある「考える力」とは、
具体的にどのようなものでしょうか。これを理解する
ために、まず人間の思考プロセスを分解してみましょ
う。

考える力は、実は複数の能力が組み合わさったもので
す。疑問を持つ力、情報を整理する力、仮説を立てる
力、検証する力、結論を導く力——これらが複雑に絡
み合って、私たちの思考は成り立っています。

例えば、子どもが「なぜ植物は緑色なのか」という疑
問を持ったとしましょう。従来なら、まず自分なりに
考えてみる、図書館で調べる、実験してみる、先生に
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聞く、といった段階を踏んでいました。この過程で、
子どもは疑問を言語化する力、情報を探す力、複数の
情報源を比較する力、自分の理解を確認する力などを
自然と身につけていたのです。

しかし、AIがすぐに「クロロフィルという緑色の色素
があるから」と答えてしまうと、これらの重要な学習
プロセスがすべて省略されてしまいます。子どもは答
えは知ったものの、答えに辿り着くための思考の筋道
は身につかないままなのです。

学校教育との深刻なギャップ

この問題をさらに複雑にしているのが、学校教育との
間に生じているギャップです。多くの学校では、依然
として「自分で考える」ことを重視した教育が行われ
ています。授業では生徒同士の議論を促したり、段階
的に理解を深めさせたりする工夫がなされています。

ところが、家庭に帰った子どもたちは、学校で学んだ
「考える習慣」を放棄し、AIに頼る生活をしています。
これは、学校で習ったスポーツのフォームを家では完
全に無視して遊ぶようなものです。せっかく身につけ
かけた良い習慣が、家庭での AI利用によって台無し
になってしまう可能性があるのです。

さらに深刻なのは、この習慣が定着してしまうことで
す。一度「考えずに答えが得られる」ことの快適さを
知ってしまった子どもたちは、だんだんと「考えるこ
と」自体を面倒に感じるようになります。まるで、エ
スカレーターに慣れてしまった人が階段を登るのを億
劫に感じるようになるのと似ています。

AI依存の子どもに現れる危険な兆候
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では、AI依存が進んでしまった子どもには、どのよう
な変化が現れるのでしょうか。多くの教育関係者や保
護者の報告から、以下のような特徴的な兆候が見えて
きています。

最初に現れるのは「即答要求症候群」とでも呼ぶべき
現象です。何か分からないことがあると、少し考える
前にすぐAIに聞こうとします。宿題でも、問題文を読
み終わる前から「これ、AIに聞いてみよう」と考える
ようになります。まるで、辞書で単語を調べる前に、
いきなり翻訳アプリを使ってしまうような状態です。

次に現れるのが「思考放棄癖」です。少しでも難しい
問題に出会うと、「どうせ分からない」と早々に諦め
て、AIに答えを求めるようになります。粘り強く考え
る習慣が失われ、困難に立ち向かう意欲も減退してい
きます。

三つ目は「表面的理解の満足」です。AIから得た答え
を、深く理解していないにも関わらず、理解したつも
りになってしまいます。これは特に危険で、実際のテ
ストや応用問題になると、全く対応できないという事
態を招きます。

四つ目は「創造性の低下」です。自分なりの答えを考
えることをやめてしまうため、独創的なアイデアや個
性的な表現が生まれにくくなります。作文や自由研究
などで、どの子も似たような内容になってしまうとい
う現象が各地で報告されています。

最後に現れるのが「質問力の退化」です。AI に質問
することに慣れてしまうと、人間に対して適切な質問
をする能力が低下します。相手の立場を考慮したり、
状況に応じて質問の仕方を変えたりといった、社会生
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活に必要なコミュニケーション能力にも影響が出始め
ています。

親としてどう向き合ったらよいか

このような状況を前に、親として何ができるでしょう
か。まず大切なのは、AIの存在を全面的に否定するこ
とではありません。AI技術は確実に社会に浸透してい
き、将来的には子どもたちも必ずAIと付き合っていか
なければならないからです。

問題は「AIをどう使うか」なのです。包丁が料理に便
利な道具である一方で、使い方を間違えば危険なもの
になるのと同じように、AIも使い方次第で子どもの成
長を助けることもあれば、阻害することもあります。

ここで重要なのは、「AI に頼らない子ども」を育てる
ことではなく、「AI に依存しない子ども」を育てるこ
とです。この二つは似ているようで、実は大きく異な
ります。前者は AI を避けることを意味しますが、後
者は AI を適切にコントロールしながら活用すること
を意味します。

現代の子どもたちには、AI時代を生き抜くための新し
い能力が求められています。それは、AI が得意なこ
とと人間が得意なことを見分ける力、AI の答えを鵜
呑みにせずに批判的に検討する力、AI を道具として
使いこなしながらも自分の思考力を保つ力などです。

このような能力を育てるためには、AI との健全な関
係を築くことができる教育環境が必要です。そして、
そのような環境を提供してくれるのが、次の章から詳
しく紹介する「モンドAI」なのです。
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あなたの不安は正しいものでした。しかし、その不安
は解決可能な問題でもあります。適切な知識と方法が
あれば、AI時代だからこそ、子どもたちの考える力を
より豊かに育てることができるのです。



- 7 -

第2章：「答えをくれるAI」の落とし穴

思考の階段を飛び越えてしまう子どもたち

歩き方を学ぶ子どもを想像してみてください。最初は
つかまり立ちから始まり、一歩、二歩とよろめきなが
ら進み、転んでは立ち上がりを繰り返しながら、やが
て自分の足でしっかりと歩けるようになります。この
過程で重要なのは、転ぶことも含めた一つひとつの段
階を経験することです。

学習も全く同じです。子どもの思考力は、易しい問題
から難しい問題へと段階的に挑戦することで育まれま
す。しかし、従来のAIは、この大切な「思考の階段」
を一気に飛び越えさせてしまうのです。

例えば、小学5年生の算数で「分数の約分」を学ぶ場
面を考えてみましょう。通常であれば、子どもは以下
のような思考プロセスを辿ります。

まず「8分の4」という分数を見て、「8と4の共通する
数字はないかな？」と考えます。2で割れることに気
づき、「4÷2=2、8÷2=4だから、2分の1になる」と
理解します。この過程で、子どもは公約数の概念を体
感的に学び、数の関係性について理解を深めているの
です。

ところが、AIに「8分の4を約分して」と聞けば、瞬
時に「2分の1」という答えが返ってきます。子ども
は正解を知ることはできますが、なぜそうなるのかと
いう思考プロセスを経験することなく終わってしまい
ます。これは、筋力トレーニングをせずにいきなり重
いものを持ち上げてもらうようなもので、子ども自身
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の「思考筋肉」は全く鍛えられません。

さらに深刻なのは、この状況に慣れてしまった子ども
は、だんだんと「考える前に聞く」ことが習慣になっ
てしまうことです。問題を見た瞬間に「これはAIに聞
けばいい」と判断し、自分の頭で考えることを最初か
ら放棄してしまうのです。

宿題代行AIの実態とその深刻な影響

現在、多くの家庭で起きている最も深刻な問題の一つ
が、宿題へのAI利用です。この問題を正しく理解する
ために、まず宿題の本来の目的について考えてみまし
ょう。

宿題は単なる「課題の消化」ではありません。授業で
学んだ内容を定着させ、自分なりに理解を深め、疑問
点を発見し、次の学習への準備をする重要な学習過程
なのです。また、自分で計画を立てて取り組む習慣や、
困難に立ち向かう粘り強さを育てる貴重な機会でもあ
ります。

しかし、AIに宿題を代行させてしまうと、これらすべ
ての教育効果が失われてしまいます。特に問題となっ
ているのは以下のような事例です。

読書感想文をAIに書かせる子どもたちが急増していま
す。本を読み、心に残った場面について考え、自分の
言葉で表現するという一連のプロセスが、「読んだ本
のタイトルをAIに伝えて感想文を生成してもらう」と
いう単純作業に置き換わってしまっています。これで
は、読解力、思考力、表現力のいずれも育ちません。

数学の問題も深刻です。文章題の解き方をAIに聞き、
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その通りに答えを書き写す子どもたちがいます。しか
し、数学の文章題は「問題文から必要な情報を読み取
る力」「適切な式を立てる力」「計算を正確に行う力」
「答えが妥当かどうか検証する力」など、複数の能力
を総合的に鍛える設計になっています。AIに頼ってし
まうと、これらの力は一切身につきません。

さらに深刻なのは、AIが作成した内容をそのまま提出
することで、教師が子どもの真の理解度を把握できな
くなることです。教師は宿題の出来具合を見て、どこ
でつまずいているか、どの部分をもう一度説明する必
要があるかを判断します。しかし、AI作成の「完璧な」
宿題では、子どもの本当の学習状況が見えなくなって
しまうのです。

失われていく「なぜ？」という言葉

子どもの学習意欲の源泉となる「なぜ？」という疑問
の力が、AI利用によって急速に失われていることも深
刻な問題です。この現象を理解するために、人間の好
奇心がどのように発達するかを考えてみましょう。

本来、子どもの学習は疑問から始まります。「なぜ空
は青いの？」「なぜ氷は水に浮くの？」「なぜ戦争は起
きるの？」こうした素朴な疑問こそが、深い学びへの
入り口なのです。

従来であれば、子どもがこのような疑問を持ったとき、
まず自分なりに考えてみる時間がありました。友達と
議論したり、図書館で調べたり、実験してみたりする
中で、疑問はより具体的で深いものへと発展していき
ます。そして、答えを見つけたときの喜びが、次の疑
問への意欲につながるという好循環が生まれていまし
た。
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しかし、AIがすぐに「完璧な答え」を提供してしまう
と、この大切なプロセスが断ち切られてしまいます。
疑問を持った瞬間に答えが与えられるため、子どもは
「考える時間」を経験することなく、表面的な知識だ
けを得ることになります。

これは、まるで推理小説を読んでいる途中で、いきな
り犯人と動機を教えられてしまうようなものです。確
かに「答え」は分かりますが、推理する楽しみや、手
がかりを集めて考える面白さは全く味わえません。そ
して、だんだんと推理すること自体に興味を失ってし
まうのです。

実際に、多くの教育現場で「疑問を持たない子どもた
ち」が増えていることが報告されています。授業中に
「何か質問はありますか？」と聞いても手が挙がらず、
「分からないことはAIに聞けばいい」という発言をす
る子どもたちが珍しくなくなるかもしれません。

思考の「筋肉」が萎縮する現象

ここで、思考力を筋肉に例えて考えてみましょう。筋
肉は使わなければ萎縮し、適切な負荷をかけて鍛える
ことで強くなります。思考力も全く同じです。適度に
「考える負荷」をかけることで強化され、楽をし続け
ると弱くなってしまうのです。

従来のAI利用は、思考の筋肉にとって「過度な楽」を
提供してしまいます。重いものを持つときに、いつも
誰かに代わりにやってもらっていたら、自分の筋力は
全く向上しません。それどころか、だんだんと軽いも
のも持てなくなってしまいます。
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例えば、漢字の読み方を調べるという単純な作業につ
いて考えてみましょう。従来であれば、子どもは辞書
を引いて調べていました。この過程で、部首で分類す
る方法を覚えたり、似たような漢字を同時に目にした
り、偶然面白い言葉を発見したりといった「副次的な
学習」が自然に発生していました。

しかし、AI に「この漢字なんて読むの？」と聞けば、
瞬時に答えが返ってきます。効率的ではありますが、
辞書を引く能力、情報を整理する能力、関連する知識
を発見する能力などは一切鍛えられません。

さらに深刻なのは、このような「楽な方法」に慣れて
しまった子どもたちが、少しでも面倒な作業を避ける
ようになることです。辞書を引くことが面倒になり、
図書館で調べることが苦痛になり、人に聞くことさえ
面倒に感じるようになってしまうのです。

表面的理解の危険な罠

AI が提供する答えのもう一つの大きな問題は、「表面
的理解で満足してしまう」ことです。これは特に注意
深く理解していただきたい現象です。

人間が何かを真に理解するためには、複数の段階を経
る必要があります。まず表面的な情報を受け取り、そ
れを自分の既存の知識と関連付け、疑問点を見つけ、
さらに深く調べ、最終的に自分の言葉で説明できるよ
うになって初めて「理解した」と言えるのです。

ところが、AI が提供する答えは、往々にして非常に
完成度が高く、一見すると完璧に見えます。そのため、
子どもたちは「AI の答えを読んだ＝理解した」と錯
覚してしまうのです。
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これは料理に例えると分かりやすいでしょう。レスト
ランで美味しい料理を食べることと、自分でその料理
を作れるようになることは全く別のことです。どんな
に美味しい料理を食べても、それだけで料理の技術は
身につきません。しかし、AI の答えを読んだ子ども
たちは、まるで料理を食べただけで料理ができるよう
になったと思い込んでしまうのです。

この問題は、実際のテストや応用問題で顕著に現れま
す。AI から得た知識は、全く同じ質問をされた場合
には役立つかもしれませんが、少し角度を変えた問題
や、複数の知識を組み合わせる必要がある問題には対
応できません。なぜなら、子ども自身が思考プロセス
を経験していないため、知識を応用する力が育ってい
ないからです。

創造性の芽を摘んでしまう危険

最も深刻な問題の一つが、子どもたちの創造性への悪
影響です。創造性は、既存の知識を新しい方法で組み
合わせたり、独自の視点から物事を捉えたりする能力
です。しかし、AI に頼る習慣は、この貴重な能力の
発達を阻害してしまいます。

創造性を育てるためには、「正解のない問題」に取り
組む経験が不可欠です。例えば、作文で「私の夢」と
いうテーマが与えられたとき、子どもは自分の経験や
価値観を総動員して、独自の内容を考え出す必要があ
ります。この過程で、自分なりの表現方法を見つけた
り、他の人とは違う視点を発見したりすることが、創
造性を育てるのです。

しかし、AI に「私の夢についての作文を書いて」と
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依頼すれば、文法的にも内容的にも優れた作文が生成
されます。一見すると素晴らしい成果物のように見え
ますが、そこには子ども自身の個性や創造性は一切反
映されていません。

さらに問題なのは、AI が生成する内容は、大量のデ
ータから「平均的で無難な」答えを作り出す傾向があ
ることです。つまり、どの子どもも似たような内容の
作文を提出することになり、個性や独創性が失われて
しまうのです。

これは芸術の分野でも同様です。絵を描く、詩を作る、
物語を書くといった創造的な活動において、AI の力
を借りてしまうと、子ども自身の感性や表現力が育つ
機会が失われてしまいます。

次の段階への準備

ここまで、従来のAIが子どもたちに与える様々な悪影
響について詳しく見てきました。思考力の低下、宿題
代行の問題、好奇心の減退、表面的理解の危険、創造
性の阻害——これらは決して大げさな懸念ではなく、
現在進行形で多くの家庭や学校で起きている現実なの
です。

しかし、これらの問題があるからといって、AI技術そ
のものを全面的に拒否することは現実的ではありませ
ん。AI は確実に社会に浸透していき、将来的には子
どもたちも必ずAI と共存していかなければならない
からです。

問題は AI 技術そのものにあるのではなく、「AI をど
のように使うか」にあります。包丁が料理には不可欠
な道具である一方で、使い方を間違えれば危険なもの
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になるのと同じように、AI も適切に設計し、適切に
利用すれば、子どもたちの学習を大いに助けることが
できるはずです。

実際に、教育の専門家たちは、子どもの成長を阻害し
ない AI の在り方について研究を重ねてきました。そ
して、「答えをすぐに教えるAI」ではなく、「子どもと
一緒に考えるAI」という新しいアプローチが生まれた
のです。

次の章では、このような理想的な教育AIとして開発さ
れた「モンドAI」について詳しく紹介します。モンド
AIは、従来のAIが抱える問題をどのように解決し、子
どもたちの真の学びをどのようにサポートするのか。
その革新的なアプローチと具体的な仕組みを見ていき
ましょう。
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第3章：考えさせるAIの誕生

一人の開発者が抱いた「理想の教育AI」への想い

モンドAIの誕生は、一つの素朴な疑問から始まりまし
た。「なぜ私たちは、子どもたちから考える楽しみを
奪ってしまうようなAIを作ってしまったのだろう
か？」

この疑問を抱いたのは、AI技術の発展を間近で見続け
てきた教育技術の研究者たちでした。彼らは、ChatG
PTのような汎用AIが教育現場にもたらした革命的な
変化を目の当たりにする一方で、第2章で詳しく見て
きたような深刻な副作用についても深く憂慮していま
した。

考えてみてください。私たち大人は、子どもの頃にど
のように学んできたでしょうか。分からない問題に出
会ったとき、まず自分なりに考えてみませんでしたか。
友達と議論したり、図書館で調べたり、先生に質問し
たりしながら、少しずつ理解を深めていったのではな
いでしょうか。そして、答えにたどり着いたときの
「あ、そうか！」という発見の喜びこそが、次の学習
への原動力になっていたはずです。

開発チームが目指したのは、このような「本来の学び」
を大切にしながら、同時にAI技術の恩恵も受けられる、
全く新しい教育AIでした。それは、答えをすぐに教え
てしまうAIではなく、子どもと一緒に考え、子ども自
身が答えにたどり着く過程を大切にするAIです。

この理念を実現するために、開発チームは従来のAIと
は根本的に異なるアプローチを採用しました。それが
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「問答式対話システム」です。この革新的なシステム
について、段階的に理解していきましょう。

従来AIとモンドAIの決定的な違いを理解する

まず、従来のAIとモンドAIの違いを、具体的な対話例
で比較してみましょう。小学生が「空はなぜ青いの？」
という質問をしたとき、それぞれのAIはどのように応
答するでしょうか。

従来のAI（ChatGPTタイプ）の応答例：
「空が青く見えるのは、太陽光に含まれる青い光が大気
中の小さな粒子によって散乱されるからです。これをレ
イリー散乱と呼びます。太陽光は虹のように様々な色の
光が混ざっていますが、青い光は波長が短いため、空気
中の窒素や酸素分子にぶつかって四方八方に散らばりま
す。そのため、私たちの目には空が青く見えるのです。」

一見すると、非常に詳しくて正確な説明のように思え
ます。しかし、この説明を聞いた小学生は本当に理解
できるでしょうか。「レイリー散乱」「波長」「分子」
といった専門用語が並び、子どもにとっては難しすぎ
る内容になってしまっています。

モンドAIの応答例：
「面白い質問だね！まず、キミは太陽の光って何色だと
思う？」

子ども：「えーっと、黄色？」

モンドAI：「そう思うよね。でも実は、太陽の光には色
々な色が混ざっているんだ。プリズムって知ってる？虹
を作る三角の透明なやつ。」

子ども：「あ、知ってる！光が虹色になるやつ！」



- 17 -

モンドAI：「そう！ということは、太陽の光にも虹の色
が全部入っているってことだよね。その中で、青い光だ
けが空気とぶつかって散らばりやすいんだ。キミの部屋
で、小さなビー玉をたくさん投げたとき、どのビー玉が
一番跳ね回ると思う？」

子ども：「小さいビー玉の方がよく跳ね回る！」

モンドAI：「正解！光も同じで、青い光は小さくて軽い
から、空気にぶつかってあちこちに跳ね回るんだ。だか
ら空全体が青く見えるんだよ。」

この対話から分かるように、モンドAIは子どもの理解
レベルに合わせて、段階的に説明を進めています。専
門用語を使わず、子どもが既に知っている知識（プリ
ズム、ビー玉）と関連付けながら、子ども自身に考え
させています。

問答式対話システムの三つの核心原理

モンドAIの問答式対話システムは、三つの核心的な原
理に基づいて設計されています。これらの原理を理解
することで、なぜモンドAIが効果的なのかが見えてき
ます。

第一の原理：「問い返しの教育学」

モンドAIは、質問を受けたときに、まず子どもに問い
返すことから始めます。これは、単に答えを遅らせる
ためではありません。子ども自身がどの程度そのテー
マについて知識を持っているか、どのような関心を抱
いているかを把握するためです。
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例えば、「植物はなぜ緑なの？」という質問に対して、
モンドAIは「キミは植物を見ていて、何か気づいたこ
とはある？」と問い返します。この問い返しによって、
子どもが植物のどの部分に興味を持っているのか、ど
の程度の知識を持っているのかを把握し、その子に最
適な説明方法を見つけ出すのです。

これは、優れた教師が授業で使う手法と全く同じです。
いきなり難しい説明を始めるのではなく、まず生徒た
ちがどの程度理解しているかを確認してから、適切な
レベルで説明を始めるのです。

第二の原理：「段階的理解の促進」

モンドAIは、複雑な概念を一度に説明するのではなく、
小さな理解のステップに分解します。子どもが一つの
ステップを理解したことを確認してから、次のステッ
プに進みます。

これは、階段を登るときのことを考えると分かりやす
いでしょう。一段ずつ確実に足を置いて登っていけば、
高い場所まで安全に到達できます。しかし、いきなり
高い段に飛び移ろうとすると、転んでしまう危険があ
ります。学習も全く同じで、理解の階段を一段ずつ登
っていくことが重要なのです。

例えば、分数の概念を説明するとき、モンドAIは以下
のような段階を踏みます。まずケーキを等分する話か
ら始め、次に分数の表記方法を説明し、その後で分数
同士の計算へと進みます。各段階で子どもの理解を確
認しながら、確実に次のレベルへと導いていくのです。

第三の原理：「発見の喜びの演出」
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最も重要なのは、子ども自身が答えを「発見」したと
感じられるように導くことです。これは、単に正解を
教えるよりもはるかに強力な学習効果をもたらしま
す。

人間の脳は、自分で発見したことに対して特別な価値
を感じるようにできています。これを心理学では「ア
ハ体験」と呼びます。モンドAIは、この「アハ体験」
を意図的に創り出すように設計されているのです。

子どもが「あ、そうか！」「なるほど！」と感じた瞬
間、その知識は単なる情報ではなく、子ども自身のも
のとなります。そして、この発見の喜びが、次の学習
への意欲につながっていくのです。

実際の対話から見えるモンドAIの教育効果

理論だけでは分かりにくいので、実際の対話例を通し
て、モンドAIの教育効果を具体的に見てみましょう。
中学1年生の数学で「負の数」について質問した場合
を例に取り上げます。

子ども： 「負の数って何？なんで数にマイナスがつく
の？」

モンドAI： 「いい質問だね！まず、キミは気温って知
ってるよね？冬の寒い日、気温が何度になったことあ
る？」

子ども： 「えーっと、5度とか？」

モンドAI： 「そうだね。じゃあ、もっと寒い日はどう
かな？雪が降る日とか。」

子ども： 「0度？」
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モンドAI： 「正解！0度は氷点だね。でも、もっともっ
と寒い日はどうだろう？」

子ども： 「うーん...マイナス5度とか？」

モンドAI： 「そうそう！マイナス5度って言うよね。こ
れがまさに負の数なんだ。0よりも小さい数のことを負
の数って呼ぶんだよ。キミはもう負の数を知ってたん
だ！」

子ども： 「あ、そういうことか！」

この対話を分析してみましょう。モンドAIは、抽象的
な「負の数」という概念を、子どもが既に知っている
「気温」という身近な例から導入しています。子ども
自身が「マイナス5度」という言葉を使った瞬間に、「キ
ミはもう負の数を知ってたんだ！」と伝えることで、
子どもに発見の喜びを与えています。

このように、モンドAIは子どもの既存の知識を活用し
ながら、新しい概念を自然に理解させていくのです。
これは、従来のAIが「負の数とは0より小さい数のこ
とで...」といきなり定義を述べるのとは全く異なるア
プローチです。

なぜ「考えさせる」ことが重要なのか

ここで一度立ち止まって、なぜモンドAIが「考えさせ
る」ことにこだわるのかを深く理解してみましょう。
これは単に教育的に正しいからというだけではなく、
子どもの脳の発達にとって本質的に重要だからです。

人間の脳は、使われる部分が強化されるという性質が
あります。これを神経可塑性と呼びます。つまり、考
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える習慣がある子どもの脳では、思考に関わる神経回
路がより発達し、より複雑な問題に対処できるように
なるのです。

逆に、常に答えを与えられて考える必要がない環境に
いると、思考に関わる神経回路は十分に発達しません。
これは、筋肉と全く同じです。使わなければ萎縮し、
適切に使えば強くなるのです。

さらに重要なのは、考える過程で得られる「メタ認知
能力」です。これは、自分がどのように考えているか
を客観視する能力のことです。モンドAIとの対話を通
じて、子どもたちは「あ、こういう風に考えればいい
んだ」「この方法はうまくいかないから、別の方法を
試してみよう」といった思考の振り返りを自然に行う
ようになります。

このメタ認知能力こそが、将来AI時代を生き抜くため
に最も重要な能力の一つなのです。AIに何でも答えて
もらうのではなく、AIをツールとして使いながら、自
分の頭で考え、判断し、創造していく力が求められる
からです。

AIをあくまでも「道具」と認識させたい

モンドAIのもう一つの重要な特徴は、子どもたちにAI
を「友達」や「先生」ではなく、あくまで「道具」と
して認識させることです。これは一見すると冷たいア
プローチのように思えるかもしれませんが、実は子ど
もの健全な発達にとって非常に重要な要素なのです。

なぜこの点が重要なのかを理解するために、子どもの
社会性の発達について考えてみましょう。子どもは人
間との関わりを通じて、共感、思いやり、コミュニケ
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ーション能力などの重要な社会的スキルを身につけま
す。もしAIを人間と同じように認識してしまうと、こ
の貴重な学習機会が失われてしまう可能性がありま
す。

モンドAIは、キャラクターやアバターを使わず、基本
的に文字でのやり取りを行います。これにより、子ど
もは「これはコンピュータなんだ」ということを常に
意識しながら利用することになります。そして、「AI
は便利な道具だけれど、人間ではない」という健全な
認識を保つことができるのです。

また、文字でのやり取りには、思考を整理する効果も
あります。質問を文字で入力する過程で、子どもは自
分の疑問を明確に言語化する必要があります。これは、
問題解決能力や表現力の向上につながる重要な訓練で
もあるのです。

次世代教育AIの可能性への扉

ここまで見てきたように、モンドAIは従来のAIとは根
本的に異なる哲学に基づいて設計されています。それ
は、「答えを与える」のではなく「考える力を育てる」
こと、「便利さを追求する」のではなく「学習効果を
最大化する」ことを目指しているからです。

しかし、モンドAIの革新性は、単に教育手法にとどま
りません。次の章では、モンドAIがどのようにして子
どもたちの安全を守り、保護者が安心して利用できる
環境を提供しているかを詳しく見ていきます。

現代の親にとって、子どものAI利用で最も心配なのは
安全面の問題でしょう。不適切なコンテンツへの露出、
プライバシーの問題、利用時間の管理など、様々な懸
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念があります。モンドAIは、これらの課題に対してど
のような革新的な解決策を提供しているのでしょう
か。

また、モンドAIには、子どもの隠れた才能や興味関心
を発見し、保護者に伝える「AI通知表」という画期的
な機能があります。これは、従来の教育では見過ごさ
れがちだった子どもの可能性を、AI技術を活用して発
見しようとする全く新しい試みです。

技術の進歩は止まることがありません。しかし、その
技術をどのように使うかは、私たち人間の選択にかか
っています。モンドAIは、AI技術を子どもの成長にと
って真に有益なものにするための、一つの答えを示し
てくれているのです。
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第4章：モンドAIの安全設計

子どもとAIの関わりで親が本当に心配していること

子どもにAIを使わせることを考えたとき、親の頭の中
には様々な不安が渦巻きます。「変な情報を教えられ
たらどうしよう」「不適切な内容に触れてしまうので
はないか」「いつの間にか長時間使ってしまうのでは
ないか」「個人情報が悪用されないだろうか」——こ
れらの心配は、決して過剰な反応ではありません。

実際に、一般的なAIサービスでは、大人向けに設計さ
れているため、子どもには不適切な内容が含まれる可
能性があります。また、利用時間の制限や内容の監視
機能も十分ではないため、親としては常に気が休まら
ない状況が続いています。

しかし、モンドAIは最初から「子どもが安全に使える
こと」を最優先に設計されました。ここで重要なのは、
単に危険を避けるだけではなく、子どもの発達段階に
適した環境を積極的に作り出していることです。これ
は、子ども用の遊具が大人用とは全く異なる安全基準
で作られているのと同じ考え方なのです。

安全性について理解を深めるために、まずモンドAIが
どのような技術的な工夫によって子どもを守っている
かを見ていきましょう。そして、親がどのようにして
子どもの利用状況を把握し、適切にコントロールでき
るかを具体的に学んでいきます。

従来のフィルタリングを超えた「AI モデレーション」の
革新
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多くの親にとって、「フィルタリング」という言葉は
馴染み深いものでしょう。パソコンやスマートフォン
に不適切なサイトをブロックする機能を設定した経験
がある方も多いはずです。しかし、従来のフィルタリ
ング技術には大きな限界がありました。

従来のシステムは「キーワードフィルタリング」と呼
ばれる方法に依存していました。これは、あらかじめ
登録された「危険な単語」が含まれている文章をブロ
ックするという単純な仕組みです。例えば、「暴力」「薬
物」「アダルト」といった単語が含まれていれば、そ
の内容を子どもに見せないようにするのです。

しかし、この方法には深刻な問題がありました。まず、
文脈を理解できないという問題です。例えば、「戦争
の歴史を学ぶ」という教育的な内容でも、「戦争」と
いう単語が含まれているだけで ブロックされてしま
うことがありました。逆に、直接的な危険な単語を使
わずに不適切な内容を表現されると、フィルタリング
をすり抜けてしまうという問題もありました。

これは、まるで「赤い色のものは全て危険」と判断す
るようなものです。赤いトマトも、赤い消防車も、赤
い夕日も、すべて「赤いから危険」として排除してし
まうのでは、子どもの学習機会を大幅に制限してしま
います。

モンドAIが採用している「AIモデレーション」は、こ
の根本的な問題を解決する画期的な技術です。単語単
位ではなく、文章全体の意味や文脈を理解した上で、
その内容が子どもにとって適切かどうかを判断するの
です。

具体的な例で説明してみましょう。子どもが「戦争に
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ついて教えて」と質問したとします。従来のキーワー
ドフィルタリングでは、「戦争」という単語があるだ
けで質問自体がブロックされてしまう可能性がありま
した。しかし、モンドAIのAIモデレーションは、この
質問が「歴史や平和について学びたい」という教育的
な動機から来ていることを理解し、年齢に適した形で
戦争の歴史や平和の大切さについて説明することがで
きます。

一方で、同じ「戦争」という言葉でも、暴力的な描写
を求めるような質問や、攻撃的な内容を含む質問に対
しては、適切にブロックして代わりに建設的な方向へ
と導きます。これは、人間の優れた教師が状況に応じ
て適切に判断するのと非常に似ています。

文章の「意図」を読み取る高度な理解力

AIモデレーションのもう一つの重要な特徴は、表面的
な言葉だけでなく、その背後にある「意図」を読み取
る能力です。これを理解するために、いくつかの例を
見てみましょう。

例えば、子どもが「友達をやっつける方法を教えて」
と質問したとします。表面的には攻撃的に見える質問
ですが、実際には様々な意図が考えられます。ゲーム
で友達に勝つ方法を知りたいのかもしれませんし、け
んかの解決方法を探しているのかもしれません。ある
いは、いじめられていて助けを求めているのかもしれ
ません。

モンドAIのAIモデレーションは、このような複雑な状
況を理解し、子どもの真の意図を探りながら適切な対
応を行います。攻撃的な内容は避けつつ、子どもが本
当に必要としている情報や支援を提供するのです。
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この能力は、子どもの心理発達についての深い理解に
基づいています。子どもは大人とは異なる言葉の使い
方をすることがあり、同じ言葉でも年齢によって意味
が変わることがあります。モンドAIは、このような子
ども特有のコミュニケーションパターンを理解し、適
切に対応できるように設計されているのです。

さらに重要なのは、不適切な質問に対しても、単純に
「ダメです」と拒否するのではなく、なぜその質問が
適切でないかを子どもが理解できるように説明し、よ
り建設的な方向へと導くことです。これは、子どもの
道徳的な成長を促進する重要な教育的配慮でもありま
す。

保護者ダッシュボードで実現する「見える安心」

技術的な安全対策がどれほど優れていても、親として
は「実際に我が子がどのような使い方をしているか」
を知りたいものです。モンドAIは、この親の自然な欲
求に応えるために、包括的な保護者ダッシュボードを
提供しています。

保護者ダッシュボードは、まるで子どもの学習状況を
一望できる「管制塔」のような役割を果たします。こ
こでは、子どもがいつ、どのくらいの時間モンドAIを
利用したか、どのような質問をしたか、どの分野に興
味を示しているかなど、詳細な情報を確認することが
できます。

最も重要なのは、これらの情報が単なる「監視」では
なく、子どもの成長を支援するための「観察」として
提供されていることです。優れた教師が生徒の学習状
況を細かく観察して指導方針を決めるように、親もこ
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の情報を活用して子どもとの対話を深めたり、新しい
学習機会を提供したりできるのです。

具体的に、ダッシュボードではどのような情報が確認
できるのでしょうか。まず、利用時間のパターンを見
ることができます。平日と休日でどのように利用パタ
ーンが変わるか、一日のうちでいつ最も活発に質問す
るか、継続的に利用しているかどうかなどが分かりま
す。これらの情報は、子どもの生活リズムや学習習慣
を理解する上で非常に有価値です。

次に、質問内容の傾向を確認できます。子どもがどの
ような分野に興味を持っているか、どのレベルの質問
をしているか、理解が深まっているかどうかなどが可
視化されます。これは、子どもの知的好奇心の方向性
や学習の進捗状況を把握するのに役立ちます。

さらに重要なのは、対話の質を評価する機能です。子
どもが自分で考えてから質問しているか、モンドAIと
の対話を通じて理解を深めているか、創造的な発想を
示しているかなどが分析されます。これにより、単に
「AIを使っている」だけでなく、「AIを通じて成長し
ている」かどうかを判断できるのです。

利用時間の科学的な管理方法

子どものAI利用で最も難しいのが、適切な利用時間の
設定です。多すぎれば依存が心配ですし、少なすぎれ
ば学習効果が十分に得られません。モンドAIでは、教
育心理学の研究成果に基づいて、年齢別の推奨利用時
間を提案しています。

まず理解しておきたいのは、子どもの集中力と学習効
果の関係です。研究によると、小学校高学年の子ども
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の場合、一回の学習セッションで最も効果的な時間は
15分から20分程度とされています。これ以上長くな
ると集中力が低下し、学習効果も減少してしまいます。

モンドAIは、この科学的知見を活用して、利用時間を
自然にコントロールする仕組みを提供しています。例
えば、一定時間利用すると、「今日はたくさん考えた
ね。明日また新しいことを一緒に学ぼう」といったメ
ッセージで利用を終了するよう促します。これは、強
制的な制限ではなく、子ども自身が納得できる形での
区切りなのです。

質問数の管理についても、同様に教育的な配慮がなさ
れています。無制限に質問できるようにすると、子ど
もは考える前に何でも聞いてしまう傾向があります。
一方で、制限が厳しすぎると、本当に知りたいことが
聞けずにフラストレーションが溜まってしまいます。

モンドAIでは、一日あたりの質問数に適度な制限を設
けることで、子どもに「本当に大切な質問は何か」を
考えさせる機会を提供しています。これは、限られた
予算で買い物をするときに、本当に必要なものを慎重
に選ぶのと似ています。制限があることで、かえって
質問の質が向上するという効果が期待できるのです。

個人情報保護とプライバシーへの徹底配慮

現代の親にとって、子どもの個人情報やプライバシー
の保護は最重要課題の一つです。大人でさえもデジタ
ル社会でのプライバシー保護に苦労している中で、判
断力がまだ十分に発達していない子どもをどのように
守るかは切実な問題です。

モンドAIでは、子どものプライバシー保護を最優先事
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項として、複数の層からなる保護システムを構築して
います。まず、基本的な考え方として、子どもの個人
情報は「必要最小限しか収集しない」「厳重に管理す
る」「第三者には絶対に提供しない」という三原則を
徹底しています。

具体的には、モンドAIとの対話において、子どもの本
名、住所、学校名、電話番号などの個人を特定できる
情報は一切要求しません。また、万が一子どもがその
ような情報を話してしまった場合には、その情報を記
録せず、子どもに対して「個人的な情報は言わないよ
うにしようね」という教育的な指導を行います。

また、対話内容についても、プライバシーに配慮した
管理がなされています。保護者ダッシュボードでは、
子どもの学習状況や興味関心の傾向は確認できます
が、プライベートな内容や友達関係についての具体的
な話は、要約化されて表示されます。これにより、親
は子どもの成長を見守りながらも、子どものプライバ
シーを尊重することができるのです。

さらに重要なのは、データの保存期間と削除ポリシー
です。モンドAIでは、子どもの対話データを無期限に
保存するのではなく、教育効果を維持するのに必要な
期間のみ保存し、その後は自動的に削除されるシステ
ムになっています。これは、子どもが成長して考え方
が変わったときに、過去の発言によって不利益を被る
ことがないようにするための配慮です。

年齢に応じた段階的な安全設定の調整方法

子どもの成長に伴って、適切な安全設定も変化してい
きます。小学5年生と中学3年生では、理解力も判断
力も大きく異なるため、同じ設定では適切ではありま
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せん。モンドAIでは、この発達段階の違いを考慮した、
柔軟な安全設定システムを提供しています。

小学校高学年（5～6年生）の段階では、より保護的
な設定が推奨されます。この年齢の子どもたちは、ま
だ抽象的な概念の理解が不十分で、情報の信頼性を判
断する能力も発達途上です。そのため、取り扱える話
題の範囲を比較的狭く設定し、専門的すぎる内容や複
雑な社会問題については、簡略化された形で提供され
ます。

中学1～2年生になると、設定をやや緩和することが
できます。この段階では、抽象的思考が発達し始め、
より複雑な概念を理解できるようになります。しかし、
まだ感情のコントロールが不安定で、極端な情報に影
響されやすい時期でもあります。そのため、話題の範
囲は広げつつも、情報の提示方法により注意深い配慮
が必要です。

中学3年生以上では、より自律的な利用が可能になり
ます。この段階の子どもたちは、批判的思考力が発達
し、複数の情報源を比較検討する能力も身についてき
ます。ただし、完全に制限を取り払うのではなく、子
ども自身が適切な判断をできるようにサポートする設
定が重要です。

重要なのは、これらの設定変更が自動的に行われるの
ではなく、保護者の判断に基づいて段階的に調整され
ることです。同じ年齢でも、子どもの成熟度や理解力
には個人差があるため、我が子の発達状況を最もよく
知っている保護者が最終的な判断を行うことが大切な
のです。

家庭でのルール作りとモンドAIの連携
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最も効果的な安全管理は、技術的な制限だけに頼るの
ではなく、家庭での明確なルール作りと組み合わせる
ことです。モンドAIは、このようなルール作りをサポ
ートする機能も提供しています。

例えば、「宿題を終わらせてからモンドAIを使う」「モ
ンドAIで学んだことを家族に話す時間を作る」「分か
らないことがあったら、まず自分で考えてからモンド
AIに聞く」といったルールを設定できます。そして、
モンドAI自体がこれらのルールを子どもに思い出さ
せ、守るように促すことができるのです。

これは、モンドAIが単なる学習ツールではなく、家庭
の教育方針を支援するパートナーとして機能すること
を意味しています。親が大切にしている価値観や教育
方針を、モンドAIが一貫して子どもに伝えることで、
より効果的な教育環境を作り出すことができるので
す。

次の章では、モンドAIのもう一つの革新的な機能であ
る「AI通知表」について詳しく見ていきます。これは、
子どもの隠れた才能や興味関心を発見し、保護者と共
有する画期的なシステムです。従来の教育では見過ご
されがちだった子どもの可能性を、AI技術を活用して
どのように発見し、伸ばしていくことができるのでし
ょうか。
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第5章：実践！モンドAIで子どもの才能を発見する

AI通知表という新しい「子ども理解の窓」

皆さんは、お子さんの内面をどれくらい理解できてい
ると感じますか。親として我が子のことは誰よりもよ
く知っていると思いながらも、「この子は本当は何に
興味があるのだろう」「どんな才能を持っているのだ
ろう」と疑問に感じることはありませんか。

従来、子どもの能力や興味を知る手段は限られていま
した。学校のテストの点数、通知表の評価、日常の会
話から感じ取る印象などです。しかし、これらの方法
では、子どもの表面的な部分しか見えないことが多い
のが現実です。

モンドAIの「AI通知表」は、この状況を根本的に変え
る可能性を秘めています。子どもがAIと自然に交わし
た対話を詳細に分析することで、普段は見えない子ど
もの思考パターンや興味の方向性を明らかにするので
す。これは、まるで子どもの心の中を覗く窓のような
役割を果たします。

この章では、実際のAI通知表のサンプルを使いながら、
どのようにして子どもの才能や可能性を発見し、それ
を伸ばしていくことができるのかを、段階的に学んで
いきましょう。

実際のAI通知表を読み解いてみましょう

理解を深めるために、実際のAI通知表がどのような内容になるの
かを見てみましょう。以下は、小学6年生の一郎くん（仮名）の
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実際のAI通知表です。

発言数
過去30日間: 29回 過去7日間: 29回 本日: 0回

学習時間
過去30日間: 00:10 過去7日間: 00:10 本日: 00:00

一郎のAI通知表
2024-12-27 16:54:29

一郎くんは、AIとの対話を通じて科学的なテーマに興味
を示していることがわかります。特に、猫が風邪を引く
かどうかという質問から始まって、ウイルスによる感染
という科学的なトピックに対して関心を持っている様子
です。これは、生物学や健康に関する基礎的な知識を深
めたがっており、科学的思考の発達に役立っています。

対話の中で、一郎くんはウイルスを原因として挙げてお
り、既に一般的なウイルスの概念について何らかの知識
を持っていることが伺えます。これにより、論理的思考
力が高まっていることが見受けられます。さらに、ウイ
ルスが広がる状況について考えるよう促された際に少し
困ったようですが、その過程で新しい情報を取り込もう
とする姿勢が見られます。このことは問題解決力の向上
にもつながるでしょう。

一郎くんが「わからない」と答えたところでは、迷った
り知らないことに対する正直な反応が見られ、これは非
常に健全でポジティブな学びの姿勢の一つです。ここか
ら学ぶことは、多くの答えを求める気持ち、より多くの
探究心を持つことです。AIアシスタントも一緒に考える
スタイルで対話を進めており、一郎くんの思考を尊重し
ながら深める手助けをしています。
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家庭でのサポートとして、こうした科学に対する興味を
広げるために、より多くのテーマについて一郎くんに聞
いたり、図鑑や科学的な本を提供したりすることが考え
られます。また、動物の健康やウイルスについての活用
向けの書籍を一緒に読んでみることもおすすめしれませ
ん。

一郎くんは既に学ぶことへの意欲を持っており、その興
味をさらに引き出すことで、より幅広い学問にわたる理
解を深めていけるはずです。彼の興味を大切にし、楽し
みながら学習環境を整えていきましょう。

このAI通知表から、一郎くんの学習の様子が手に取る
ように分かります。では、この情報をどのように活用
すればよいのでしょうか。

AI通知表の基本的な構成要素を理解する

AI通知表を有効活用するためには、まずその構成要素
を正しく理解することが重要です。一つひとつの項目
が、子どもの学習状況のどの側面を表しているのかを
知ることで、より深い洞察を得ることができます。

利用統計の読み方

最初に表示される「発言数」と「学習時間」は、子ど
もの学習習慣を知る重要な指標です。一郎くんの場合、
過去30日間で29回の対話をしており、これは約1日
に1回の頻度です。学習時間は合計10分と短めですが、
これは集中して効率的に学習していることを示してい
る可能性があります。

ここで注意したいのは、回数や時間の多さが必ずしも
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良いことではないということです。子どもの年齢や生
活パターンに応じて、適切な利用頻度は変わります。
重要なのは、継続性と質の高い対話ができているかど
うかです。

興味関心の分析の深読み

一郎くんの場合、「猫が風邪を引くか」という身近な
疑問から「ウイルスによる感染」という科学的概念へ
と発展しています。この流れから読み取れるのは、日
常生活の中での素朴な疑問を出発点として、より深い
科学的理解を求める姿勢です。

このような「疑問の発展パターン」を観察することで、
その子の思考の特徴が見えてきます。具体的な事例か
ら抽象的な概念へと進む子もいれば、逆に大きなテー
マから具体例を求める子もいます。一郎くんは前者の
タイプのようです。

思考力の評価ポイント

AI通知表では、子どもがどのような思考プロセスを辿
っているかも詳しく分析されます。一郎くんが「ウイ
ルスが広がる状況について考えるよう促された際に少
し困った」という記述は、彼が新しい概念に挑戦する
際の反応を示しています。

「困る」ことは決してネガティブなことではありませ
ん。むしろ、自分の理解の限界を認識し、新しい学習
に向かう健全な反応です。このような「学習への準備
状態」を正しく評価することで、子どもの成長段階を
把握できます。

「わからない」という言葉に隠された成長の芽
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一郎くんが「わからない」と答えた場面について、AI
通知表では「非常に健全でポジティブな学びの姿勢」
と評価されています。なぜこの反応がそれほど重要な
のでしょうか。

実は、「わからない」と正直に言えることは、学習に
おいて極めて重要な能力なのです。多くの子どもたち
は、わからないことを恥ずかしいと感じたり、知った
かぶりをしたりしがちです。しかし、真の学習は「わ
からない」という認識から始まります。

この点を理解するために、学習のプロセスを段階的に
考えてみましょう。第一段階は「無知の無知」、つま
り自分が知らないということすら知らない状態です。
第二段階は「無知の知」、自分が知らないということ
を認識している状態です。第三段階でようやく「知識
の獲得」が始まります。

一郎くんが「わからない」と言えるということは、第
二段階に到達していることを意味します。これは、批
判的思考力や自己認識能力の発達を示す重要なサイン
なのです。

家庭でのサポート方法を具体的に考える

AI通知表の最後に記載されている「家庭でのサポート」
の提案は、実際に親が取り組める具体的なアクション
を示しています。一郎くんの場合、科学への興味を広
げるための提案がなされています。

図鑑や科学的な本の活用法

提案された「図鑑や科学的な本を提供する」について、



- 38 -

具体的にどのような選び方をすればよいのでしょう
か。重要なポイントは、子どもの現在の理解レベルよ
りも少しだけ上のレベルの内容を選ぶことです。

一郎くんの場合、ウイルスという概念に興味を持って
いるので、病気の仕組みについて書かれた子ども向け
の科学書や、微生物の世界を紹介する図鑑などが適し
ているでしょう。ただし、いきなり専門的すぎる内容
は避け、視覚的に分かりやすい説明があるものを選ぶ
ことが大切です。

親子での対話の深め方

「より多くのテーマについて一郎くんに聞いたり」と
いう提案は、日常会話の質を向上させることを意味し
ています。例えば、一郎くんが風邪を引いたときに、
「どうして風邪をひくと熱が出るんだろうね」といっ
た疑問を一緒に考えてみることで、科学的思考を日常
生活の中で育てることができます。

重要なのは、親が「教える」のではなく、「一緒に考
える」姿勢を示すことです。「お母さんもよくわから
ないから、今度調べてみよう」といった反応は、学習
への意欲を高める効果的なアプローチです。

興味の継続性と発展性を見守る方法

AI通知表を長期的に活用する際に重要なのは、子ども
の興味がどのように変化し発展していくかを見守るこ
とです。一時的な興味と持続的な才能を見分けるため
には、継続的な観察が必要です。

興味の深化パターンの観察
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一郎くんの例では、「猫の風邪」から「ウイルス感染」
へという発展が見られます。今後の通知表で、この興
味がさらにどの方向に発展するかを観察することが重
要です。細菌学や免疫学の方向に進むのか、動物の健
康管理に関心が移るのか、それとも全く別の分野に興
味が移るのかによって、支援の方向性も変わってきま
す。

成長段階に応じた期待値の調整

小学生の興味関心は、大人が思っている以上に変わり
やすいものです。今月は科学に夢中でも、来月には歴
史や芸術に興味が移ることも珍しくありません。これ
は決して悪いことではなく、むしろ健全な知的発達の
証拠です。

親として大切なのは、一つの興味に固執させるのでは
なく、様々な分野への探究心を支援することです。一
郎くんが科学以外の分野に興味を示したとしても、科
学的思考で身につけた「疑問を持つ力」「論理的に考
える力」は他の分野でも活かされるはずです。

AI通知表を活用し、長期的な視野で才能を伸ばす

最後に、AI通知表を長期的な才能育成にどのように活
用できるかを考えてみましょう。月ごとの通知表を積
み重ねることで、子どもの成長パターンが見えてきま
す。

成長の記録としての価値

AI通知表は、子どもの知的成長の「アルバム」のよう
な役割も果たします。数年後に振り返ったとき、「あ
の頃はこんなことに興味を持っていたんだな」「この
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時期から論理的思考が発達し始めたんだな」といった
発見があるでしょう。

これは、子ども自身にとっても価値のある記録となり
ます。中学生や高校生になったとき、自分の学習の歩
みを振り返ることで、自己理解を深めることができる
のです。

進路選択への活用

長期的に蓄積されたAI通知表のデータは、将来の進路
選択においても参考になります。どの分野に継続的な
興味を示してきたか、どのような思考パターンが得意
なのかといった情報は、適性を考える上で重要な手が
かりとなるでしょう。

ただし、AI通知表はあくまで一つの参考資料であり、
子どもの全ての可能性を表すものではないことを忘れ
てはいけません。データに頼りすぎることなく、子ど
も自身の意志や感情も大切にしながら、総合的に支援
していくことが重要です。

次の章では、このようなAI通知表の洞察を基に、実際
の年齢別・科目別の具体的な活用方法について詳しく
学んでいきます。小学校高学年から中学生まで、それ
ぞれの発達段階に応じてモンドAIをどのように活用す
れば最も効果的なのか、具体的な事例とともに理解を
深めていきましょう。



- 41 -

第6章：年齢別・科目別モンドAI活用術

発達段階を理解することから始めましょう

これまでの章でモンドAIの基本的な仕組みと効果につ
いて学んできましたが、実際に家庭で活用する際には、
お子さんの年齢と発達段階に応じたアプローチが不可
欠です。まるで同じ楽器でも、初心者と上級者では全
く異なる練習方法が必要になるように、AI学習におい
ても年齢に応じた適切な使い方があるのです。

子どもの認知発達について少し考えてみましょう。小
学校高学年の子どもと中学生では、抽象的思考能力、
集中力の持続時間、興味関心の深さ、そして学習への
取り組み方が大きく異なります。これらの違いを無視
してしまうと、せっかくの優れたツールも十分な効果
を発揮できません。

この章では、まず年齢別の発達特性を理解した上で、
それぞれの段階でモンドAIを最も効果的に活用する方
法を学んでいきます。そして、国語、算数・数学、理
科、社会といった主要科目において、どのようにモン
ドAIを活用すれば学習効果を最大化できるかを、具体
的な事例とともに詳しく解説していきます。

小学校高学年（5年生・6年生）での活用の基本

小学校高学年の子どもたちは、学習への取り組み方に
おいて重要な転換期を迎えています。低学年の頃の直
感的な学習から、より論理的で体系的な学習へと移行
する時期なのです。この時期にモンドAIを適切に活用
することで、考える力の基礎をしっかりと築くことが
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できます。

この年齢の子どもたちの特徴をまず理解しましょう。
集中力は15分から20分程度が限界であり、抽象的な
概念よりも具体的な例を通して理解することを得意と
します。また、「なぜ？」という疑問を持つ能力は高
いものの、複雑な因果関係を理解するにはまだ支援が
必要な段階です。

モンドAIとの対話では、一回のセッションを15分程
度に区切ることが効果的です。長時間続けてしまうと
集中力が散漫になり、かえって学習効果が低下してし
まいます。また、この年齢では「正解を知りたい」と
いう欲求が強いため、モンドAIの問答式アプローチに
最初は戸惑うかもしれません。しかし、その戸惑いこ
そが「考える習慣」を身につける絶好の機会なのです。

小学5年生の場合の具体的なアプローチ

5年生は、学習内容が急激に抽象化し始める重要な時
期です。算数では小数や分数の概念が本格化し、理科
では目に見えない現象について学び始めます。この時
期のモンドAI活用では、抽象的な概念を具体的な体験
や身近な例と結びつけることに重点を置きます。

例えば、分数について学習する場合を考えてみましょ
う。従来の学習では「2分の1は0.5と同じ」という事
実を覚えることに重点が置かれがちです。しかし、モ
ンドAIでは「ケーキを2人で等分すると、一人分はど
のくらい？」といった身近な状況から始まり、子ども
自身に分数の意味を発見させます。この過程で、数学
的概念が単なる記号ではなく、日常生活と密接に関わ
る実用的な道具であることを理解できるのです。
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小学6年生の場合の発展的な活用法

6年生になると、より複雑な思考が可能になります。
複数の情報を組み合わせて考えたり、原因と結果の関
係をより深く理解したりできるようになります。この
段階では、モンドAIとの対話をより発展的に活用する
ことができます。

歴史学習を例に取ってみましょう。単に「1600年に
関ヶ原の戦いがあった」という事実を覚えるのではな
く、「なぜその時期に大きな戦いが起きたのか」「もし
その戦いの結果が違っていたら、その後の日本はどう
なっていたか」といった思考を促す質問を通じて、歴
史的思考力を育成することができます。このような学
習は、単なる暗記を超えて、論理的思考力や想像力を
総合的に鍛える効果があります。

中学生（1年生～3年生）での段階的な自立支援

中学生になると、子どもたちの学習に対する姿勢と能
力は大きく変化します。抽象的思考がより発達し、自
分なりの価値観や興味関心も明確になってきます。こ
の時期のモンドAI活用では、単なる学習支援を超えて、
自立した学習者としての能力を育成することが重要な
目標となります。

中学生の発達特性について詳しく見てみましょう。こ
の時期の子どもたちは、論理的思考能力が格段に向上
し、複数の視点から物事を考える能力も発達します。
一方で、感情の変化が激しく、学習への動機も不安定
になりがちです。また、同世代との関係が重要になり、
「みんなと違うことをしたくない」という心理も働き
ます。
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このような特性を踏まえると、モンドAIとの対話では、
子ども自身が「発見した」「理解した」という実感を
持てることが特に重要になります。また、この年齢で
は「なぜこれを学ぶ必要があるのか」という疑問を持
ちやすいため、学習の意味や価値を実感できるような
対話の進め方が求められます。

中学1年生での基礎固めと学習習慣の確立

中学1年生は、小学校とは大きく異なる学習環境に適
応する重要な時期です。教科が専門化し、学習内容も
急激に高度になります。この時期にモンドAIを活用す
ることで、新しい学習環境への適応をスムーズに行う
ことができます。

英語学習を例に考えてみましょう。多くの子どもたち
にとって、中学1年生で本格的に始まる英語は大きな
挑戦です。従来の学習では、単語や文法を機械的に覚
えることに重点が置かれがちでした。しかし、モンド
AIでは「この英語の文章は、どんな場面で使われると
思う？」「日本語とは語順が違うけれど、なぜだと思
う？」といった問いかけを通じて、言語の仕組みや文
化的背景について考えさせます。

このようなアプローチにより、英語を単なる暗記科目
ではなく、コミュニケーションの道具として捉えるこ
とができるようになります。また、言語への興味が高
まることで、自主的な学習への動機も向上します。

中学2年生での批判的思考力の育成

中学2年生は、思春期の入り口に立つ時期でもあり、
物事を批判的に見る能力が発達し始めます。この能力
を適切に導くことで、学習における深い理解力を育成
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することができます。

社会科学習でのモンドAI活用を考えてみましょう。例
えば、日本の少子高齢化問題について学習する際、単
に「少子高齢化が進んでいる」という事実を覚えるだ
けでなく、「なぜこの問題が起きているのか」「どのよ
うな解決策が考えられるか」「他の国ではどのように
対処しているか」といった多角的な視点から考察しま
す。

モンドAIとの対話では、一つの答えに固執せず、様々
な可能性を探ることが重要です。「政府の対策につい
てどう思う？」という質問に対して、子どもが「効果
的だと思う」と答えた場合、「それはなぜ？」「他には
どんな方法があると思う？」「デメリットはないか
な？」といった追加の問いかけを通じて、より深い分
析力を育成します。

中学3年生での総合的な学習能力の完成

中学3年生は、義務教育の総仕上げの時期であり、高
校進学という重要な節目を控えています。この時期の
モンドAI活用では、これまでに身につけた学習能力を
統合し、自立した学習者としての基盤を固めることが
目標となります。

この段階では、教科横断的な学習が特に効果的です。
例えば、環境問題について学習する際、理科の知識（温
室効果の仕組み）、社会科の知識（各国の環境政策）、
数学の知識（データの読み取り）、国語の知識（レポ
ートの書き方）を総合的に活用します。

モンドAIとの対話では、「この環境データから何が読
み取れる？」「科学的根拠と政治的判断の違いは何だ
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と思う？」「君なりの解決案を考えてみて」といった、
高次の思考を要求する質問を通じて、大学や社会人生
活でも通用する学習能力を育成します。

国語での効果的な活用方法

国語科でのモンドAI活用は、特に読解力と表現力の向
上において大きな効果を発揮します。従来の国語学習
では、正解が一つに決まっている問題が多く、子ども
たちの多様な解釈や感想を十分に活かしきれていませ
んでした。モンドAIの問答式アプローチは、この課題
を解決する画期的な方法を提供します。

読解力の段階的な向上

読解力を効果的に向上させるためには、文章を読む技
能を段階的に身につけることが重要です。モンドAIで
は、まず「この文章の主人公はどんな気持ちだと思
う？」といった基本的な理解から始まり、「なぜそう
思うの？」「文章のどの部分からそれが分かる？」と
いった根拠を求める質問へと発展させます。

さらに高度なレベルでは、「作者はなぜこの表現を選
んだと思う？」「この場面で別の表現を使ったら、ど
んな印象になる？」といった、文学的な技法や表現効
果について考察させます。このような段階的なアプロ
ーチにより、表面的な理解から深層的な分析力まで、
幅広い読解スキルを育成することができます。

表現力の実践的な育成

作文や感想文の指導においても、モンドAIは従来とは
異なる革新的なアプローチを提供します。例えば、読
書感想文を書く際、いきなり「感想を書きなさい」と
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言われても、多くの子どもたちは何を書けばよいか分
からないものです。

モンドAIでは、「この本で一番印象に残った場面はど
こ？」「その場面で主人公はどんな選択をした？」「君
だったらどうする？」「なぜそう思うの？」といった
段階的な問いかけを通じて、子ども自身の考えを整理
させます。この過程で、感想文の材料となる具体的な
考えや感情が明確になり、より豊かで個性的な文章を
書くことができるようになります。

算数・数学での論理的思考の育成

算数・数学は、論理的思考力を育成する上で中核的な
役割を果たす教科です。しかし、多くの子どもたちに
とって、数学は「答えを出すための計算技術」という
印象が強く、その背後にある論理的な思考プロセスを
十分に理解できていないのが現状です。

概念理解を重視したアプローチ

モンドAIを活用した数学学習では、計算技術の習得よ
りも概念理解に重点を置きます。例えば、連立方程式
を学習する際、「なぜこの方法で解けるのか」「他に解
き方はないか」「この問題を日常生活の例で表すとど
うなるか」といった問いかけを通じて、数学的概念の
本質を理解させます。

具体的な例として、「りんご3個とみかん2個で500円、
りんご2個とみかん3個で450円のとき、りんご1個の
値段は？」という問題を考えてみましょう。従来の学
習では、すぐに連立方程式を立てて機械的に解くこと
が求められがちです。
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しかし、モンドAIでは「この問題で分かっていること
は何？」「分からないことは何？」「りんごとみかんの
値段に何か関係がありそう？」といった問いかけから
始めます。子ども自身が問題の構造を理解し、解法の
必然性を感じ取ることで、単なる計算技術を超えた数
学的思考力を身につけることができます。

問題解決力の実践的な育成

数学学習において最も重要なのは、未知の問題に対し
て適切なアプローチを見つける能力です。モンドAIで
は、一つの問題に対して複数の解法を探ったり、解法
の効率性を比較したりすることで、柔軟な問題解決力
を育成します。

例えば、「円の面積を求める公式はなぜπr²なのか」
という疑問について考えてみましょう。この問いに対
して、モンドAIは「円を細かく分割して考えてみよう」
「長方形の面積と比較してみたらどうだろう」といっ
たヒントを与えながら、子ども自身に公式の意味を発
見させます。

このような学習を通じて、数学が暗記科目ではなく、
論理的思考の実践の場であることを理解できるように
なります。また、一つの答えに到達する過程そのもの
に価値があることを実感し、学習への内発的動機を高
めることができます。

理科での探究心と科学的思考の醸成

理科学習におけるモンドAIの活用は、子どもたちの自
然に対する好奇心を科学的思考へと発展させる上で極
めて効果的です。理科という教科の本質は、自然現象
を観察し、疑問を持ち、仮説を立て、検証するという
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科学的な思考プロセスを身につけることにあります。

観察力と疑問発見力の育成

科学的思考の出発点は、日常的な現象に疑問を持つこ
とです。モンドAIでは、「なぜ空は青いの？」「どうし
て氷は水に浮くの？」といった素朴な疑問から始まり、
「何を観察すれば答えが見つかりそう？」「どんな実
験をしてみたい？」といった問いかけを通じて、科学
的な探究心を育成します。

例えば、植物の成長について学習する際、単に「植物
は光と水と養分が必要」という知識を覚えるだけでな
く、「もし光がなかったらどうなると思う？」「水の量
を変えたら成長に違いが出るかな？」「どうやって確
かめられる？」といった対話を通じて、実験的思考を
身につけさせます。

仮説設定と検証プロセスの体験

科学的思考において最も重要なのは、観察結果から仮
説を立て、それを検証するプロセスです。モンドAIで
は、このプロセスを段階的に体験させることで、科学
的な思考方法を身につけさせます。

具体例として、「なぜ物は燃えるのか」という疑問に
ついて考えてみましょう。モンドAIは「燃えるときに
何が必要だと思う？」「燃えた後には何が残る？」「燃
え方に違いはある？」といった質問を通じて、子ども
自身に燃焼の条件について仮説を立てさせます。

そして、「その仮説を確かめるにはどんな実験が必
要？」「実験の結果をどう予想する？」といった問い
かけにより、実験デザインの重要性を理解させます。



- 50 -

このような学習を通じて、科学的な思考方法が身につ
くだけでなく、論理的思考力全般の向上にもつながり
ます。

社会科での多角的思考と判断力の育成

社会科学習におけるモンドAIの活用は、複雑な社会現
象を多角的に理解し、自分なりの判断を形成する能力
を育成する上で大きな効果を発揮します。現代社会で
は、情報が氾濫する中で適切な判断を下す能力がます
ます重要になっており、その基礎を中学生段階で築く
ことは極めて重要です。

歴史的思考力の段階的な育成

歴史学習では、単に年号や事件名を覚えるのではなく、
歴史的な文脈の中で物事を理解する力を育成すること
が重要です。モンドAIでは、「なぜその時代にそんな
ことが起きたのか」「もし条件が違っていたらどうな
っていたか」「現代との共通点や相違点は何か」とい
った問いかけを通じて、歴史的思考力を育成します。

例えば、明治維新について学習する際、単に「1868
年に明治維新が起きた」という事実を覚えるだけでな
く、「なぜ江戸幕府は倒れたのか」「西洋の技術を取り
入れる必要があったのはなぜか」「当時の人々はどん
な気持ちだったと思うか」といった多角的な視点から
考察します。

このような学習により、歴史を単なる過去の出来事と
してではなく、現在につながる人間の営みとして理解
できるようになります。また、現在の社会問題を歴史
的な視点から分析する能力も身につけることができま
す。
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公民的思考力と判断力の実践的育成

公民分野の学習では、民主主義や人権といった抽象的
な概念を理解し、現実の社会問題に対して自分なりの
判断を形成する能力を育成することが重要です。モン
ドAIでは、具体的な事例を通じてこれらの概念を理解
させ、批判的思考力を育成します。

例えば、選挙制度について学習する際、「なぜ選挙が
重要なのか」「どんな選挙制度が良いと思うか」「若者
の投票率が低いのはなぜか」「どうすれば投票率を上
げられるか」といった問いかけを通じて、民主主義の
本質を考えさせます。

このような学習により、社会の一員としての自覚を持
ち、将来の社会を担う市民としての基礎的な能力を身
につけることができます。また、異なる立場の人々の
考えを理解し、建設的な議論を行う能力も育成されま
す。

宿題サポートでの適切な距離感の保ち方

モンドAIを宿題のサポートに活用する際には、適切な
距離感を保つことが極めて重要です。AIに宿題を代行
させてしまっては、第2章で述べたような問題が発生
してしまいます。しかし、適切に活用すれば、子ども
の自主的な学習を大いに支援することができます。

「答えを教えない」サポートの実践

宿題サポートにおけるモンドAIの最大の特徴は、答え
を直接教えるのではなく、子ども自身が答えにたどり
着けるように導くことです。例えば、数学の文章題で
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困っている子どもに対して、モンドAIは「問題文で分
かっていることは何？」「何を求めればいいの？」「似
たような問題を解いたことはある？」といった問いか
けを行います。

この過程で重要なのは、子ども自身が「考える時間」
を十分に取ることです。すぐに次のヒントを出すので
はなく、子どもの思考を待ち、その思考プロセスを尊
重することが大切です。時には「分からない」と言っ
てもらうことも重要で、そこから新しい学習が始まる
のです。

家庭学習習慣の確立支援

モンドAIは、宿題を通じて家庭学習習慣を確立する支
援も行います。「今日はどの科目から始める？」「この
問題にはどのくらい時間をかける？」「終わったら何
をチェックする？」といった問いかけを通じて、計画
的な学習習慣を身につけさせましょう。

また、学習の振り返りも重要です。「今日の学習で一
番難しかったことは何？」「新しく分かったことはあ
る？」「明日はどんなことに気をつける？」といった
質問により、メタ認知能力を育成し、より効果的な学
習方法を身につけさせることができます。

受験勉強での戦略的活用法

高校受験を控えた中学3年生にとって、モンドAIは強
力な学習パートナーとなります。ただし、受験勉強で
のAI活用には、単なる知識の詰め込みを避け、真の理
解力を深めることに重点を置くことが重要です。

弱点分析と克服戦略の立案
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モンドAIのAI通知表機能は、受験勉強における弱点分
析に極めて有効です。どの分野で理解が不十分か、ど
のような問題でつまずきやすいかを客観的に把握し、
効率的な学習計画を立てることができます。

例えば、数学で関数の問題が苦手だと分析された場合、
モンドAIは「関数のどの部分が分からない？」「グラ
フの意味は理解してる？」「実際の問題を一緒に考え
てみよう」といった段階的なサポートを提供します。
暗記に頼るのではなく、概念の本質的な理解を促すこ
とで、応用問題にも対応できる真の実力を身につけさ
せます。

入試問題への応用的思考力の育成

入試問題の多くは、単純な知識の確認ではなく、複数
の知識を組み合わせた応用問題です。モンドAIでは、
このような問題に対処するための思考プロセスを段階
的に身につけさせます。

「この問題で求められているのは何？」「使えそうな
知識は何がある？」「どの知識とどの知識を組み合わ
せればいい？」「別の解法はないかな？」といった問
いかけを通じて、柔軟で創造的な問題解決能力を育成
します。このような能力は、受験だけでなく、高校で
の学習や将来の学問的探究においても大いに役立つで
しょう。

次の章では、これまでに学んだモンドAIの活用方法を
基に、AI時代を生き抜く子どもを育てるための長期的
な視点について考えていきます。技術の進歩が加速す
る現代において、子どもたちにはどのような能力が求
められるのか、そしてモンドAIはその育成にどのよう
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に貢献できるのかを詳しく探っていきましょう。



- 55 -

第7章：AI時代を生き抜く子どもを育てる

変化する世界で変わらない教育の本質を理解する

私たちは今、人類史上かつてない速度で変化する時代
を生きています。人工知能技術の発展は、私たちの働
き方、学び方、そして生き方そのものを根本的に変え
ようとしています。このような時代に子どもを育てる
親として、どのような能力を身につけさせれば、子ど
もたちが将来幸せに生きていくことができるのでしょ
うか。

まず、変化の激しい時代だからこそ大切にしたい教育
の本質について考えてみましょう。技術は日進月歩で
発展しますが、人間として大切な基本的な能力には変
わらない価値があります。それは「考える力」「学び
続ける力」「人とつながる力」「困難を乗り越える力」
といった、人間の根幹を成す能力です。

これらの能力は、まるで樹木の根のようなものです。
表面に見える枝葉は時代とともに変化しますが、しっ
かりとした根があれば、どのような環境の変化にも対
応して成長を続けることができます。AI時代の教育で
最も重要なのは、この「根」の部分をしっかりと育て
ることなのです。

しかし同時に、AI時代特有の新しい能力も必要になっ
てきます。AIと適切に協働する能力、情報を批判的に
評価する能力、創造性を発揮する能力などです。これ
らは従来の教育では十分に扱われてこなかった領域で
すが、これからの時代には不可欠な素養となるでしょ
う。
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AI時代に真に求められる能力の全体像を描く

AI時代を生き抜くために必要な能力を体系的に理解す
るために、まずは全体像を描いてみましょう。これら
の能力は互いに関連し合い、総合的に子どもの「生き
る力」を構成しています。

第一に重要なのは「メタ認知能力」です。これは自分
の思考プロセスを客観視し、どのように学習し、どの
ように問題を解決しているかを意識的に把握する能力
です。AI時代においては、AIが得意なことと人間が得
意なことを適切に判断し、必要に応じてAIを道具とし
て活用する能力が求められます。メタ認知能力がある
ことで、自分がAIに頼りすぎていないか、適切な学習
ができているかを自己調整することができるのです。

例えば、宿題をする際に「この問題は自分で考えてか
ら調べよう」「この部分はAIに聞いてもいいかな」「AI
の答えが正しいかどうか確認してみよう」といった判
断ができることが、メタ認知能力の表れです。これは、
料理をする際に「この作業は手作業の方がいい」「こ
の部分は機械に任せよう」と判断するのと似ています。

第二に重要なのは「批判的思考力」です。情報が溢れ
る現代社会において、どの情報が信頼できるのか、ど
の情報が偏っているのかを見極める能力は不可欠で
す。AIが生成する情報も含めて、すべての情報を鵜呑
みにするのではなく、常に「本当にそうだろうか」「他
の見方はないだろうか」「根拠は十分だろうか」と問
い続ける習慣が重要になります。

第三に必要なのは「創造性と独創性」です。AIは既存
のデータから学習し、パターンを見つけて応答するこ
とは得意ですが、真に新しいアイデアを生み出すこと
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は困難です。人間特有の創造性、特に異なる分野の知
識を組み合わせて新しい価値を創造する能力は、AI時
代においてより重要性を増しています。

第四に欠かせないのは「コミュニケーション能力と共
感力」です。AI技術がどれほど発達しても、人間同士
の深いつながりや共感的な理解は人間特有の能力で
す。多様な背景を持つ人々と協働し、お互いを理解し
合い、共に問題を解決していく能力は、グローバル化
するAI時代においてますます重要になっています。

AIとの健全な関係を築く具体的な方法

子どもたちがAIと健全な関係を築くためには、まずAI
というツールの特性を正しく理解することが重要で
す。これは、包丁やハサミといった道具を安全に使う
ことを学ぶのと本質的に同じプロセスです。道具の利
点と限界を理解し、適切な使い方を身につけることで、
その道具を有効活用できるようになります。

AIとの関係において最も重要な原則は「AIは優秀なア
シスタントであり、思考の代替品ではない」というこ
とです。この概念を子どもに理解させるために、身近
な例で考えてみましょう。計算機は数学の問題を素早
く解いてくれますが、どの計算が必要かを判断するの
は人間です。また、計算機が故障していないか、入力
した数字が正しいかを確認するのも人間の役割です。

同様に、AIは情報を素早く提供してくれますが、その
情報が自分の目的に適しているか、信頼できるかを判
断するのは人間です。また、AIから得た情報をどのよ
うに活用するか、どのように自分の考えと統合するか
を決めるのも人間の重要な役割なのです。
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家庭でこの理解を深めるために、親ができる具体的な
取り組みを考えてみましょう。例えば、子どもがAIに
質問した後に「AIの答えについてどう思う？」「他に
も調べてみる必要はある？」「友達や先生はどう言う
と思う？」といった問いかけをすることが効果的です。
これにより、AIの回答を一つの情報源として捉え、批
判的に評価する習慣を身につけることができます。

また、AIを使う前に「まず自分で考えてみる時間」を
設けることも重要です。これは、辞書を引く前に漢字
の意味を推測してみるのと同じような習慣です。自分
なりの仮説や推測を持った上でAIに質問することで、
AIの回答をより深く理解し、自分の思考と比較検討す
ることができるようになります。

批判的思考力を日常生活の中で育てる実践的アプローチ

批判的思考力は、特別な訓練を受けなければ身につか
ない高度な能力のように思われがちですが、実際には
日常生活の中で自然に育てることができる能力です。
重要なのは、親が意識的に「考えさせる機会」を作り
出すことです。

批判的思考力の基礎となるのは「疑問を持つ習慣」で
す。子どもが何かを「当たり前」だと思っているとき
に、「なぜそうなんだろうね」「本当にそうかな」「他
の可能性はないかな」といった問いかけをすることで、
物事を多角的に考える習慣を育てることができます。

例えば、ニュースを一緒に見ているときに「この報道
で分からないことはある？」「報道されていない情報
で知りたいことは？」「別の立場の人はどう考えるか
な？」といった質問を投げかけることができます。こ
れは、子どもに答えを求めているのではなく、多様な
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視点があることを認識させる目的があります。

また、日常の買い物場面でも批判的思考を育てること
ができます。「この商品の宣伝文句は本当かな？」「値
段が安い理由は何だと思う？」「他の商品と比べてど
うだろう？」といった問いかけを通じて、情報を鵜呑
みにせず、自分で判断する習慣を身につけさせること
ができます。

重要なのは、これらの問いかけを「試験」のようにす
るのではなく、親子で一緒に考える「探究の時間」と
して位置づけることです。親も「お母さんもよく分か
らないから、一緒に考えてみよう」という姿勢を示す
ことで、子どもは安心して自分の考えを表現できるよ
うになります。

情報リテラシーを段階的に身につけさせる方法

AI時代において、膨大な情報の中から必要な情報を選
び取り、その信頼性を評価する能力は不可欠です。し
かし、情報リテラシーは一朝一夕に身につくものでは
ありません。年齢に応じて段階的に指導していくこと
が重要です。

小学校高学年では、まず「情報には発信者がいる」と
いうことを理解させることから始めます。インターネ
ットの記事、テレビのニュース、友達からの話、すべ
ての情報には「誰かが伝えている」という事実があり
ます。そして、伝える人によって情報の内容や表現が
変わることがあるということを、身近な例を通じて理
解させます。

例えば、学校で起きた出来事について、自分が親に話
すときと、友達に話すときで、同じ事実でも表現が変
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わることがあるでしょう。このような体験を通じて、
情報には常に「伝える人の視点」が含まれていること
を理解させることができます。

中学生になったら、より具体的な情報評価の方法を教
えることができます。「この情報の根拠は何か」「複数
の情報源で確認されているか」「最新の情報か」「偏っ
た視点はないか」といった評価基準を、実際の事例を
通じて学ばせます。

特にAIが生成した情報については、特別な注意が必要
です。AIは非常に流暢で説得力のある文章を生成しま
すが、時として事実でない情報を「事実であるかのよ
うに」提示することがあります。これをハルシネーシ
ョン（幻覚）と呼びますが、子どもたちにはこの現象
について適切に理解させる必要があります。

AIの情報を利用する際の基本的なルールとして「AIの
答えも一つの意見として受け取る」「重要な情報は必
ず他の方法でも確認する」「AIに聞く前に自分で考え
てみる」といった習慣を身につけさせることが重要で
す。

創造性と独創性を伸ばす環境づくり

AI時代において人間の創造性はより重要になります
が、創造性を育てるためには適切な環境づくりが不可
欠です。創造性は「無から有を生み出す」魔法のよう
な能力ではなく、既存の知識や経験を新しい方法で組
み合わせる能力として理解することが重要です。

創造性を育てる第一の要素は「多様な体験」です。様
々な分野の知識、異なる文化や価値観との出会い、多
様な人々との交流などが、創造性の源となります。こ
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れは、料理において多様な食材があることで、より創
造的な料理が可能になるのと似ています。

家庭でできることとして、子どもの興味関心を幅広く
支援することが挙げられます。一つの分野に特化させ
るのではなく、科学にも芸術にもスポーツにも触れる
機会を提供することで、将来的に異分野の知識を組み
合わせる能力の基盤を作ることができます。

第二の要素は「失敗を恐れない環境」です。創造的な
活動には必ず試行錯誤が伴います。最初のアイデアが
完璧である必要はなく、むしろ多くのアイデアを出し、
その中から良いものを選び、改善していくプロセスが
重要です。

家庭では「面白いアイデアだね」「他にはどんな方法
があるかな」「うまくいかなくても大丈夫、次を考え
てみよう」といった声かけを通じて、創造的な挑戦を
支援する雰囲気を作ることができます。正解を求める
のではなく、思考のプロセスそのものを評価すること
が重要です。

第三の要素は「時間と空間の余裕」です。創造性は急
かされた状況では十分に発揮されません。子どもが自
分のペースで考え、試行錯誤し、時には「ぼーっとす
る」時間も含めて、ゆとりのある環境を提供すること
が大切です。

協働力とコミュニケーション能力の新たな意味

AI時代における協働力は、従来の「チームワーク」を
超えた新しい意味を持ちます。人間同士の協働だけで
なく、人間とAIとの協働、そして多様な背景を持つ人
々との協働が求められるようになります。
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まず、人間同士の協働について考えてみましょう。AI
時代においては、一人で解決できない複雑な問題に取
り組む機会が増えます。このような問題に対処するた
めには、異なる専門性や視点を持つ人々が効果的に協
働する能力が不可欠です。

協働力の基礎となるのは「相手の立場に立って考える
能力」です。自分とは異なる意見や価値観を持つ人の
考えを理解し、尊重する姿勢があってこそ、建設的な
協働が可能になります。これは、家庭での兄弟げんか
の仲裁から始まり、学校でのグループ活動、地域での
多世代交流まで、様々な場面で育てることができます。

次に、人間とAIとの協働について考えてみましょう。
これは全く新しい能力領域です。AIの得意分野と人間
の得意分野を理解し、適切に役割分担をしながら、よ
り良い成果を生み出す能力が求められます。

例えば、研究プロジェクトにおいて、AIに大量のデー
タ分析を任せ、人間は仮説の設定や結果の解釈、倫理
的な判断を担当するといった協働が考えられます。こ
のような協働を効果的に行うためには、AIの能力と限
界を正しく理解し、適切なコミュニケーションを取る
能力が必要です。

グローバル化が進む現代においては、文化的背景や言
語が異なる人々との協働も重要になります。異文化理
解、言語能力、そして何より「違いを受け入れ、活か
す」姿勢が求められます。これらの能力は、国際化し
た職場だけでなく、多様化する地域社会においても重
要な意味を持ちます。

学び続ける力の育成と内発的動機の重要性
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AI時代においては、学校で学んだ知識だけで一生を過
ごすことは不可能です。技術の進歩に合わせて新しい
知識やスキルを継続的に学び続ける能力が不可欠にな
ります。この「学び続ける力」を育てるためには、外
発的な動機（テストで良い点を取るため、叱られない
ためなど）ではなく、内発的な動機（知ることが楽し
い、理解できると嬉しいなど）を育てることが重要で
す。

内発的動機を育てるためには、まず「学ぶことの楽し
さ」を体験させることが大切です。これは、新しいこ
とを知ったときの「あ、そうか！」という発見の喜び、
難しい問題を解けたときの達成感、自分の疑問が解決
されたときの満足感などを通じて育まれます。

モンドAIの問答式アプローチは、まさにこの内発的動
機を育てるのに適した方法です。答えをすぐに教える
のではなく、子ども自身が考え、発見し、理解する過
程を重視することで、学習そのものに対する内発的な
動機を高めることができます。

また、学習の「意味」を理解させることも重要です。
「なぜこれを学ぶのか」「これが将来どのように役立
つのか」を理解することで、学習への動機が高まりま
す。ただし、これを押し付けるのではなく、子ども自
身が気づくように導くことが大切です。

さらに、「学び方を学ぶ」ことも重要です。効果的な
学習方法、情報の収集方法、問題解決の手順などを身
につけることで、新しい分野に取り組む際にも自信を
持って学習を進めることができるようになります。

困難に立ち向かう力、レジリエンスの育成



- 64 -

AI時代は便利になる一方で、変化が激しく、予想外の
困難に直面する機会も増えます。このような時代を生
き抜くためには、困難に屈しない心の強さ、すなわち
レジリエンス（回復力・適応力）を育てることが重要
です。

レジリエンスは生まれ持った才能ではなく、経験を通
じて育てることができる能力です。小さな困難を乗り
越える経験を積み重ねることで、より大きな困難にも
対処できる力が身につきます。これは、筋力トレーニ
ングで少しずつ重いものを持ち上げられるようになる
のと似ています。

家庭でレジリエンスを育てるためには、子どもが困難
に直面したときに、すぐに解決してあげるのではなく、
子ども自身が解決方法を見つけられるように支援する
ことが重要です。「一緒に考えてみよう」「どんな方法
があるかな」「前にも似たような困難を乗り越えたこ
とがあったよね」といった声かけを通じて、子どもの
問題解決能力を育てることができます。

また、失敗を「学習の機会」として捉える文化を家庭
に作ることも重要です。失敗したときに「なぜうまく
いかなかったのか」「次はどうすればいいか」を一緒
に考えることで、失敗から学ぶ習慣を身につけさせる
ことができます。これは、科学者が実験の失敗から新
しい発見をするのと同じプロセスです。

モンドAIが育む総合的な人間力

これまでに述べてきた様々な能力は、独立して存在す
るものではありません。これらは相互に関連し合い、
総合的に子どもの「人間力」を構成しています。モン
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ドAIの問答式アプローチは、これらの能力を統合的に
育成する効果があります。

例えば、モンドAIとの対話を通じて科学的な概念を学
ぶプロセスを考えてみましょう。子どもは疑問を言語
化し（表現力）、自分なりに仮説を立て（創造性）、モ
ンドAIとの対話を通じて理解を深め（コミュニケーシ
ョン能力）、分からないことは正直に認め（メタ認知
能力）、新しい知識を既存の知識と統合する（批判的
思考力）といった、複数の能力を同時に使うことにな
ります。

このような統合的な学習経験こそが、AI時代に求めら
れる総合的な人間力を育てるのです。単一の能力を特
化して伸ばすのではなく、様々な能力をバランスよく、
そして統合的に育てることが重要なのです。

親としての心構えと長期的な視点

最後に、AI時代の子育てにおける親としての心構えに
ついて考えてみましょう。技術の進歩が速く、将来の
予測が困難な時代において、親はどのような姿勢で子
育てに臨めばよいのでしょうか。

まず重要なのは「完璧を求めない」ことです。AI時代
の教育に正解があるわけではありません。試行錯誤し
ながら、子どもと一緒に学んでいく姿勢が大切です。
親自身が学び続け、新しいことに挑戦する姿を子ども
に見せることも、重要な教育の一部です。

次に「子どもの個性を尊重する」ことです。AI時代に
おいては、画一的な人材よりも、それぞれの個性や強
みを活かした多様な人材が求められます。他の子ども
と比較するのではなく、その子なりの成長を見守り、
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支援することが重要です。

そして「長期的な視点を持つ」ことです。目先の成績
や結果にとらわれるのではなく、その子が将来幸せに
生きていくために必要な力を育てるという長期的な視
点で教育を考えることが大切です。

モンドAIは、このような AI時代の子育てを支援する
強力なツールです。しかし、最も重要なのは、親と子
の愛情に基づいた関係性です。技術はあくまで手段で
あり、目的は子どもの幸せな成長なのです。

AI時代は確かに複雑で予測困難な時代ですが、同時に
大きな可能性に満ちた時代でもあります。適切な準備
と心構えがあれば、子どもたちはこの時代を生き抜く
だけでなく、より豊かで創造的な人生を送ることがで
きるでしょう。モンドAIは、そのような子どもたちの
成長を支援する頼もしいパートナーとなるはずです。
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資料編 (モンドAIのご紹介)

本書で言及した「問答式AI」は、私たちが開発にかか
わっている、リンガポルタ社の「モンドAI」を念頭に
置いたものです。最後に、モンドAIのご紹介をします。
「モンドAI」とは、子どもの「考える力」を育むこと
を目的とした教育向けの人工知能（AI）です。株式会
社リンガポルタが開発し、小学5年生から中学3年生を
主な対象としています。従来のAIが即座に答えを提供
するのに対し、モンドAIは「問答式」の対話を通じて、
子ども自身が考え、答えにたどり着くプロセスを重視
しています。

主な特徴
対話型学習
子どもの質問に対して即答するのではなく、「君はどう
思う？」と問いかけ、思考を促します。
安全性の確保
高度なAIモデレーションを採用し、不適切なコンテンツ
を排除。保護者向けのダッシュボードで利用状況や対話
内容を確認できます。
AI通知表
子どもとの対話を分析し、興味・関心、論理的思考力、
創造性などを評価。保護者はこれを通じて子どもの成長
を把握できます。
AIの位置づけ
モンドAIは「友だち」や「先生」ではなく、あくまで学
習をサポートするツールとして設計されています。
新機能（次期バージョン、2025年8月リリース予定）
画像認識が可能になります。
画像認識機能によって、写真ファイルやカメラで撮影し
た画像を扱えるようになります。たとえば次のようなこ
とが可能になります。
・自分がノートに書いたものについてＡＩと一緒に
考える
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・教科書や参考書のページを撮影して、その内容に
ついて質問する
・花や昆虫など実物を撮影して、それについて質問
する

現バージョンのユーザは次期バージョンリリース時に
自動的に利用が可能になる予定です。
モンドAの詳細、最新情報は、「モンドAIオフィシャ
ルサイト」をご覧ください。
https://mondo.linguaporta.jp
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